第2学年　学級活動(2)指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１ 題材名　　　「やさいをもりもり食べよう！」（（カ） 学校給食と望ましい食習慣の形成）
２ 題材設定の理由
　　給食の時間が「とても楽しみ」、「楽しみ」と答えた児童が合わせて96%と給食時間を心待ちにしており、給食当番を中心に協力しながら準備をし、会食を楽しんでいる学級である。毎日の「給食クイズ」の活動からは、献立や食品名に興味・関心を高く示している様子もうかがえる。
しかし、「苦手なものがない」と答えた児童がわずか23%であったように、少量ではあるが毎日のように残滓が出ている。先週の残滓調べで多かったのは、和え物や炒め物等の野菜で、残してしまうことについては、「嫌いだからしょうがない。」「食べたくないから。」等の答えが多かった。
そこで、生活科でミニトマトの栽培活動を終えたこの時期に、食べ物を大切にする心情を高め、さらに野菜は体にとって大切な働きがあることを理解させることにより実践につなげたいと考え、本題材を設定した。成長期を向かえていく児童が具体的な体験や活動を生かし、自分の食生活を見直していくことは望ましい食習慣を形成していく上で意義深いと考える。
本時は、始めに先週の残滓調べから自分の野菜の食べ方を振り返らせる。次に、生活科でミニトマトを栽培した体験を思い出させ、給食に納入している野菜の生産者から話を聞くことにより、苦手な野菜を身近に感じ大切にしていこうとする心情を高めていく。さらに、野菜の栄養を体の健康との関連から理解していく活動を通して、残さず食べていこうとする意欲を高め、実践目標を具体的に考えさせることにより改善につなげたい。
指導にあたっては、野菜を残さず食べている児童の発表から、残してしまう児童も表面的には理解している「残すのはもったいない。」「野菜は体にいい。」等の言葉を取り上げ、それが具体的な理解につながる活動を通して、学級全体で実践の意欲を喚起していきたい。
３ 「食べる力」との関連
	食べる力の要素
	○期　待　す　る　姿

	食事を味わって食べる
	· 苦手な食べ物も大切にする気持ちで、食べることができる。

	食生活や健康に主体的にかかわる
	· 野菜には健康な体作りに欠かせない働きがあることを理解し、食べることが
できる。
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５ 本時の目標
苦手な食べ物も大切にする心情を高め、野菜には健康な体作りに欠かせない働きがあることに気づかせ、
食べていこうとする意欲を高め実践的態度を育成する。
○　自分の食べ方を振り返り、野菜を食べていく方法を考え、話し合うことができる。
○　自分の食事の仕方を見直し、野菜を食べる具体的な目標を立てることができる。
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６ 展　開
	段階
	学習活動・内容
	時間
形態
	指導上の留意点　　※評価
	資料

	
	
	
	Ｔ１
	Ｔ２
	

	課題把握
	１ 本時の課題をつかむ。
(1) 先週の給食の残滓から、自
分や級友の実態に気づく。
 ・毎日残している。
 ・野菜を食べ残している。
(2) 残さず食べている児童の話
を聞く。
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	5
分
一斉
	○ 　一週間の残滓の様子を伝えることにより、野菜を苦手として残している人が多いことに気づかせる。
残さず食べている児童の「野菜は体にいい」の発言を取り上げることにより、野菜に対する意識を高めさせる。
	· パクパク委員会の児
童とまとめた結果を分
かりやすく提示する。

	残滓調査


	課題追求
	２ 野菜の大切さについて知る。
(1) 生活科で野菜を栽培した様
子や、食べた時のことを思い出す。
(2) 給食に納入している野菜生
産者の話を聞く。
　・収穫までの苦労の理解
　・生産物への愛着の理解
(3) 野菜の後に貼られた緑の
‘はたらき君’の様子から、野菜の栄養が体でどのように働いているかを知る。
  ・目にはたらく
　・かぜをふせぐ
　・べんぴをふせぐ
３ ‘やさいをもりもり食べよ
う’を実践していくための方法を班ごとに話し合い発表する。
(1)苦手なものが食べられるようになった方法を教え合う。
(2)班の話し合いをまとめ発表する。
	15
分
一斉
15分
小集団

	○　野菜の栽培の様子を画像で見せ、生活科シートを読み上げることで、収穫の喜びを思い出させる。
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	· 給食に使っている野
菜の生産者の話を聞かせることにより、自分の経験と重ねて考えられるようにさせる。
○ 緑の箱から野菜の絵を取り出させ、裏に貼られた図を用いることにより、体内で野菜の栄養が果たす役割を知らせる。

	生活科の様子(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ）
生活科ｼｰﾄ
ﾋﾞﾃﾞｵ
緑の箱
野菜の絵


	課題解決
	４ 自分が実践することをまとめる。
(1) シートに自分が実践するこ
とを決め、発表する。

	10
分個別
	○給食の場面を思い起こさせ具体的なめあてにつなげる。

	○具体的なめあてを持つことができるよう机間指導を行う。
	ﾜｰｸｼｰﾄ


７　評価規準
○　生産者の気持ちや野菜の栄養の働きに関心を持ち、苦手な野菜も食べていこうとしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
○ 自分が残しがちなものを振り返り、野菜を食べていく方法を考え判断している。　　　　（思考・判断）
　　○ 自分の食事の仕方を見直し、野菜を食べる具体的な目標を立て実践することができる。　（技能・表現）
　　○ 野菜の大切さが分かり、自分なりの残さず食べる方法を理解している。　　　　　　　　（知識・理解）
８　準備・資料等
○生活科　「やさいをそだてよう」

○　パクパク委員会　「給食でのこしたものしらべ」　

９　板書計画







１０　授業の実際
　
	学習活動・内容
	教師の働きかけ
	児童の反応

	１　本時の課題をつかむ。
	【T1】パクパク委員会が給食で残したものを調べました。何が残っていましたか？
野菜のお残しが多かったですね。
【T1】残さず食べている○○君や○○さんの話を聞きましょう。
栄養っていう言葉も出てきましたよ。
今日はやさいをもりもりたべることができるようにみんなで話し合っていきましょう。
	・ほうれん草や人参だ。
・いわしも少しのこってる。
・ぼくは毎日全部食べた。

・野菜は栄養があるから残しません。
・残すのはもったいない。

	２　野菜の大切さについて知る。
３　野菜をもりもり食べようを実践していくための方法を班毎に話し合い発表する。
	【T1】１学期に生活科でミニトマトを育てた様子を見ましょう。

その時書いてくれたシートを読みます。
【T1】世話の大変さや、赤くなった時うれしかったことを思い出してきたね。
栄養士の先生がみんなに見てもらいたいビデオを持ってきてくれました。
【T2】給食の野菜を作ってくれている町の人です。みんなになんて言ってましたか。
【T2】生産者の佐藤さんが作っている野菜はたくさんあります。緑色の箱から出してみましょう。
【T2】野菜の後ろに‘緑のはたらき君’がいました。
体のどこではたらいてくれているのか見ます。

【T1】野菜は、大切に作られていて、栄養士の先生からもはたらきがいっぱいあると聞きました。野菜を食べることはとても大切だね。では、これから、もりもり食べるためにどうするか班ごとに話し合ってみましょう。
まず、自分が苦手ものは何だったか発表します。食べられるようになった人は、教えてあげます。どんな風に食べたら食べられるようになるかを考えてあげましょう。
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班で話しあった意見を発表してください。
	・水やりは大変だったけど、実がなってうれしかった。
・家族で食べました。みんながおいしいといってくれたのがうれしかったです。


・とりたてなので新鮮でおいしいよと言っていました。
・残さないで食べてほしいと言ってました。
「ほうれん草」「大根」
「なす」「トマト」
「きゃべつ」
・目にはたらいている。
・べんぴをふせぐ。
・かぜのよぼう。

・切干大根はごはんにまぜたら食べられるようになったよ。
・ほうれん草は栄養がいっぱいなので、全部残さないでまず一口食べる。
・なすはお味噌汁では苦手がったけど、夏野菜カレーでは食べられたから、好きなものに入れて食べる。

	４　自分が実践することをまとめる。
	【T1】自分が考えた残さず食べる方法を発表してください。
【T1】学習シートに書いたら、まず給食でがんばっていきましょう。
	・一口は食べていきます。
・残しそうになったら、作ってくれた人を思い出して食べてみる。
・好きなものと一緒に食べる。


１１　学習プリント・事後の活動の様子
＜ワークシート＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【裏】


１２　○成果と◎さらなる充実のために
（１）本時の授業から
○　生活科の栽培活動や生産者の思いと結びつけて授業を展開したことにより、野菜を大切に食べようとする心情を高めることができた。
○　グループ内で野菜を食べる工夫を話し合わせたことにより、励まし合いながら継続して食べることにつなげることができた。
◎　日頃から学校給食の地産地消に取り組み、掲示や放送、たより等を通して、児童が生産者の活動に目を向けることができるようにするとともに、連携を密にし授業において協力いただけるようにしておく。
（２）その後の児童の様子から
○　授業後の給食は、切り干し大根のサラダ、野菜汁、ミニトマトと前回は残滓が出た献立であった。児童は「苦手なものは最初に食べる。」「一口は食べてみる。」など自分の目標を披露しながら楽しく会食をし、残滓もほとんど出なかった。
　　○　「今日のじゃが芋も佐藤さんが作ったの？」といった声が聞かれ、食材の生産者を意識して食べる児童が増えた。
　　○　多くの保護者から、給食で苦手のものを克服しようとしている姿に称賛や感動の声が寄せられ、児童にはさらなる励ましとなった。
　　◎　ワークシートでの期間後も生産者や自分の健康を考え、‘やさいもりもり’を実践していけるよう、パクパク委員会の活動を活発にし、活動内容を学級や学校全体に伝えることができるようにして行きたい。
　　◎　授業の前後に生産者との会食の機会を持つことができれば、さらに感謝の思いや残さず食べようとする意欲が深まるのではないかと考えられる。
    給食時間に「ワークシート」で確認





       【給食の時間】


パクパク委員会による残滓調査





【課題】「野菜を苦手として残してしまう児童が多い。」　　





       本時


【学級活動】


「やさいをもりもり食べよう！」





     【学級】


　・がんばっている児童の称賛


  ・パクパク委員会の活動


【家庭】


・ワークシートへメッセージを記入


・給食だより、レシピ集の配布


・学級懇談会、個別懇談会での啓発





【目標】苦手な食べ物も大切にする心情を高め、野菜には健康な体作りに欠かせない働きがあることに気づかせ、食べていこうとする意欲を高め実践的態度を育成する。








関連


【生活科】


「やさいをそだてよう」





やさいをもりもり食べよう。





○ 自分なりの実践方法が見つけられるように、アドバイスや励まし方等話し合いを工夫させる。








※ 自分の食べ方を振り返り、野菜を食べていく方法を考えることができたか。（発表）








自分の食事の仕方を見直し、野菜を食べる具体的


な目標を立てることができたか。（発表・ワークシート）











育てる野菜を決めよう(4月)


○自分が育てたい野菜を選ぶ。





苗を植えよう(5月)


○種をまいたり、苗を植えたりする。





世話をしよう


(6･7月)


 ○野菜の生長の様子に合わせて世話をする。





収穫しよう(7～9月)


○野菜を採り入れ、家庭で食する。


○野菜の世話の様子や食べた感想を発表する。

















やさいのえいようには





やさいをもりもり食べよう





そだてたミニトマトを食べたきもち





かぜをふせぐ





目にはたらく





べんぴをふせぐ





やさいをもりもり食べるほうほうは








わたしもにがてだったけど、





せいさんしゃのお話を聞こう





○○で食べたら、





わたしもにがてだったけど、





○○で食べたら、





○ぼくは切り干し大根が出ると残る。


○わたしは、ほうれん草が苦手。


○食べられる人が教えてあげるんだよ。


○△△君はごはんとか


別なおかずで食べて、


切り干し大根だけに


なるからじゃない。


○それだけで食べないで、ごはんといっしょなら食べられるよ。


○ほうれん草のごま和えとかも、好きなおかずの間に食べるといいよ。


○ほうれん草は栄養がいっぱいってお母さんがいつも言ってる。


○はたらき君がたくさん入ってるんだ。


○全部じゃなくて一口ずつ食べられるようにしていけばいいんじゃない。





【表】





・








